
週刊 避難者応援情報紙

皆様の生活する上での不安や疑問を少しでも解消していただく
ための情報紙として、毎週お届けします。

●南相馬市HP「フォトレポ」から
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被災自治体News

６８ 土

中央図書館では現在、夏休み期間に合わせた特別企画を開催中です。

この日は、小学生司書講座が開かれ、参加した約10人の児童が図書館の仕事への理解を深めました。

参加者は、本を紹介する「ポップ」作りや絵本の読み聞かせ、貸し出し・返却作業などを体験してい

ました。

特別企画には、随時と1日限りのイベントがあり、随時では、8月24日（水）まで、おはなし会や

読書通帳サービス、えんぴつくじなどを楽しめます。1日限りでは、わくわく実験教室や紙ヒコーキ

オリンピックなどが開かれます。

優しい司書さんの話で講座が開講 どんな紹介にしようか頭をひねっていました

カウンターに立つと気が引き締まります 凸凹をなくすのが本をそろえるポイントです

大きな声で読み聞かせをしていました 図書館をもっと好きになってもらえたかな？

浜通り×さんじょうライフvol.2702



3,878合 計

1国見町

南相馬市民の避難状況 ※南相馬市外に避難している人数（南相馬市HPから）

【都道府県別】 平成28年8月4日現在

都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数

福島県 3,878 群馬県 129 愛知県 20 広島県 6 島根県 1

宮城県 1,387 北海道 67 青森県 16 大分県 5 和歌山県 -

東京都 532 長野県 65 京都府 16 三重県 4 鳥取県 -

山形県 520 山梨県 55 福井県 12 宮崎県 4 徳島県 -

茨城県 518 秋田県 44 沖縄県 12 富山県 3 高知県 -

新潟県 517 岩手県 42 岐阜県 10 香川県 3 熊本県 -

埼玉県 469 静岡県 37 滋賀県 9 愛媛県 3 鹿児島県 -

栃木県 358 石川県 29 岡山県 8 佐賀県 3 海外 10

神奈川県 291 大阪府 24 福岡県 8 山口県 2 合 計 9,437

千葉県 288 兵庫県 23 長崎県 8 奈良県 1

【福島県内市町村別】
市町村 人 数 市町村 人 数 市町村 人 数 市町村 人 数

福島市 995 喜多方市 32 大玉村 9 古殿町 5

相馬市 944 本宮市 31 磐梯町 9 泉崎村 4

いわき市 555 会津坂下町 22 棚倉町 9 広野町 4

郡山市 463 西郷村 19 三春町 9 楢葉町 3

会津若松市 176 鏡石町 16 南会津町 7 天栄村 2

新地町 167 川俣町 16 金山町 7 鮫川村 2

伊達市 89 猪苗代町 14 会津美里町 6 浅川町 2

二本松市 88 桑折町 14 矢吹町 6 小野町 2

須賀川市 86 西会津町 13 矢祭町 6

白河市 49 田村市 12 北塩原村 5

71,561人平成23年3月11日現在の人口

5.991人市内転居

15,010人

11人

10,083人

4,916人

9,437人

(5,559人)

9,437人

47,114人

3,044人

3,752人

34,327人

計

所在不明

転出

死亡（震災以外の死亡含む）

その他

計

（うち福島県外）

市外の知人宅や借上げ住宅等

市外避難者

計

市内の仮設住宅

市内の知人宅や借上げ住宅等

自宅居住

市内居住者

55,814人71,561人計

42,560人47,116人原町区

12,958人11,603人鹿島区

296人12,842人小高区

平成28年
8月4日現在の

居住者数

平成23年
3月11日現在の

人口

※平成23年3月11日以降の転入者および他市町村
からの避難者を含むため、避難の状況の市内居
住者数と合計の数が異なります。

南相馬市からのお知らせ

被災自治体News

(他市町村からの避難者 2,342人)

(7/28  9,473)
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被災自治体News

医療機関情報 お盆期間中の休診日

8月8日HP更新

問い合わせ 健康福祉部 健康づくり課 0244-24-5336TEL

浜通り×さんじょうライフvol.2704



被災自治体News

平成28年度 敬老祝金支給のご案内

8月1日HP更新

問い合わせ
健康福祉部 長寿福祉課 0244-24-5239
小高区 市民福祉課 0244-44-6413
鹿島区 市民福祉課 0244-46-2114

TEL

TEL

TEL

浪江町からのお知らせ

浪江でのお墓参りに、浪江産のキクをどうぞ

（1人あたり10本まで） 8月10日HP更新

市では、下記のとおり敬老祝金を贈ります。

なお、震災などの影響で、市外に避難している方もいるため「口座振込」で支給します。

対象となる方には「敬老祝金受領に係る口座振込依頼書」を９月上旬に発送します。

対象者

平成２８年９月１５日現在、市内に住所を有する７７歳と８８歳の方

ただし、平成２８年９月１４日以前に転出または死亡の方および平成２８年６月１６日以後に転入

の方は、対象になりません。

・ ７７歳 昭和１３年９月１７日～昭和１４年９月１６日生まれ

・ ８８歳 昭和 ２年９月１７日～昭和 ３年９月１６日生まれ

敬老祝金の金額

１万円

「営農再開を目指す会」が幾世橋でキクの実証栽培に取り組んでいます。

お盆の開花を狙った電照栽培が見事に成功し、約３,０００本のキクが咲き始めました。

「浪江にお墓参りに来る方にどうぞ」という会の皆さんのご厚意から、

そのキクの一部を浪江町役場本庁舎の玄関ホールで提供しています。

浪江町にお墓参りにいらっしゃる際は、ぜひご利用ください。

※ 休日も配布します。

場所

浪江町役場本庁舎（浪江町大字幾世橋字六反田7-2） １階 玄関ホール

注意事項

数に限りがありますので、お一人１０本までとさせていただきます。

終了した場合は、ご容赦ください。

問い合わせ 産業振興課 農林水産係 0240-34-0245TEL
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被災自治体News

【更新】浪江町仮設商業共同店舗施設の愛称募集のお知らせ

8月10日HP更新

浜通り×さんじょうライフvol.2706

町は平成２８年１０月オープンを目指し、仮設の商業共同店舗施設の建設を進めています。

この施設は、浪江町に帰町する方々にとっての買い物環境向上のために整備しているもので、

食材や雑貨などの小売店や、飲食店、クリーニング、コインランドリーといった店舗が入居開店す

る予定です。

また、広場を設け、交流の場として利用いただけるほか、イベントの開催も予定されています。

この施設を、浪江町に帰ってこられた方々が集い、親しんでもらえる場所としていただくために、

町民の皆さまから愛称を募集します。奮ってご応募ください。

仮設商業共同店舗施設の概要

■入居店舗

小売店 ４店舗（生鮮・食料品、金物、雑貨など）

飲食店 ４店舗（なみえ焼そば、海鮮・和食、定食、喫茶）

サービス業 ２店舗（クリーニング取次、コインランドリー）

■建設場所

浪江町役場本庁舎の南側（一部役場敷地内）

応募資格

浪江町に住民票のある方または浪江町出身の方

応募方法

(1) 愛称 (2) コメント（愛称に込めた意味やアピールポイントなど５０字以内）

(3) 住所（現在の避難先および浪江町の住所・出身地の大字名）

(4) 氏名 (5) 年齢 (6) 電話番号

を記載の上、官製はがきによる郵送、Eメール、窓口への持参、ファクスのいずれかの方法で応

募ください。

募集期限

８月１５日(月) 必着

決定方法

応募された候補から、タブレット（なみえ新聞）を用いて浪江町民による人気投票を行い、人気

上位のものの中から関係者で協議し、決定します。

表彰

優秀賞１人、佳作賞３人

※ 賞状と副賞の授与を予定しています。これらの授与式を当施設のオープニングイベントで行う

予定です。

問い合わせ・応募先
浪江町役場 産業振興課 商工労働係
〒979-1592 福島県双葉郡浪江町大字幾世橋字六反田7-2

0240-34-0247 0240-34-0248
namie15010@town.namie.lg.jp

TEL

E-mail

FAX



被災自治体News
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平成元年の大水害から27年
27年前の8月6日の夜、浪江町を台風13号が襲いました。山間部に豪雨が集中し、

高瀬川が決壊。橋が流され、道路が大破し、家屋が濁流に呑み込まれました。

幸い犠牲者は出なかったものの、浪江町史始まって以来の大災害となったのです。

水害の恐ろしさを忘れず、備えを怠らないようにしたいものです。

浪江町では来るべき帰町に備えて「地域防災計画」を見直しています。計画は、風

水害を含む「一般災害対策編」、「地震・津波対策編」、「原子力災害対策編」に分

かれています。新しい計画は、案がまとまり次第パブリックコメントを実施し、住民

の皆さまのご意見を反映して完成させる予定です。

広報なみえ 平成元年９月１日号



被災自治体News

渡邉一成選手をみんなで応援しよう！

8月10日HP更新
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渡邉一成選手のオリンピック自転車競技男子ケイリンが、インターネットでライブ配信されます。

パソコン、スマートフォン、タブレットで下記ページに接続してみんなで応援しよう！

NHKスポーツ専用ページ

http://sports.nhk.or.jp/

オリンピックライブ配信【ライブ配信】

８月１６日（火）午後９時５５分～（日本時間）

●準決勝・決勝

８月１７日（水）午前３時５５分～（日本時間）

【テレビ放送 NHK BS1】(録画)

８月１７日（水）午前０時５０分～（日本時間）

問い合わせ 教育委員会 教育総務課 0246-84-5210TEL

双葉町からのお知らせ

一足先に帰っています
平成23年3月、東日本大震災の翌朝から避難を開始した浪江町では、役場も一度は

まるごと避難を余儀なくされました。翌年10月、多くの町民が避難する中通り地方の

二本松市に仮事務所を建てるまで、1年半で実に4回の引っ越しをしています。

本庁舎に一部の職員が戻ったのは平成25年4月のこと。空間放射線量に応じて町内

が３区域に再編され、帰還困難区域を除いて日中の立入りが可能になったのです。一

時帰宅できるようになった町民への対応のため、第一陣として帰町準備室5人の職員

が、町内での勤務を開始したのでした。

その後も除染・復旧が進むにつれ、段階的に本庁舎勤務の職員は増え、今年8月現

在その数は約80人に。来るべき避難指示解除

に向けて、復興まちづくりの本格化に備えた

業務にあたっています。

一時はだれもいなくなった本庁舎ですが、

今では会議や打ち合わせも頻繁に行われるよ

うになり、活気が戻ってきました。

※職員数には、他団体からの応援職員や臨時

職員なども含みます。



被災自治体News

双葉町町民会議 (7月22日)

いわき市勿来市民会館において、自民党から県内の学校敷地内に保管されている除染土壌を

中間貯蔵施設建設予定地内の町有地に一時保管を求められていることについて、町民の意見を

原子力損害賠償紛争審査委員会が町内視察
(7月27日)

原子力損害賠償紛争審査委員会の約20人の委員の方々が双葉町内を視察しました。

伊澤町長は、視察に同行し、双葉町の状況について説明しながら、被害者一人ひとりの実態

に即した賠償などが確実になされ、生活再建を確実に果たすことができるよう鎌田薫会長に強

く求め要望書を手渡しました。

新生ふくしま復興推進相双地方本部会議が
町内視察 (7月28日)

御代典文福島県相双地方振興局長を地方本部長とする新生ふくしま復興推進相双地方本部会

議の皆さんが、JR双葉駅周辺の新市街地ゾーンと位置づけている駅西地区をはじめ、復興イン

集約するため、各団体の代表

者などから意見を聞く町民会

議を開催しました。

伊澤町長は出席した皆さん

に、あくまで一時的な仮置き

場として町有地の使用を認め

る考えを説明しました。

ター予定地、中野地区復興産

業拠点など双葉町内の視察を

行いました。

伊澤町長は、双葉町の現状

と町内復興拠点の長期構想に

ついて説明し、理解を求め、

さらなる支援をお願いしまし

た。
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被災自治体News

国が実施しない時期における帰還困難区域への立入りについて

（通過を含む） 7月29日HP更新

８月１７日（水）～９月１日（木）は、国コールセンター受け付けによる一時帰宅を原則として実施

しません。事情によりやむを得ず「帰還困難区域」への一時帰宅（通過を含む）を行う場合には、

生活支援課避難生活支援係まで個別にご相談ください。

注意点

① 申請内容の確認、通行証の発行および郵送期間などを考慮し、立入り予定日の７日前まで

に申請 してください。

② 閉庁日(土・日曜日)には、申請の受け付け、申請内容変更(立入り車両、立入り者な

ど)の受け付けおよび通行証の交付を行うことができません。

③ 申請のない「帰還困難区域」への立入りは、認められません。

申請方法

国が実施しない８月１７日（水）～９月１日（木）は、次の全ての立入りについて、町担当まで申請

してください。

① 町内の「帰還困難区域」へ一時帰宅する場合

② 町外の「帰還困難区域」を通過して、町内の「避難指示解除準備区域」または「居住

制限区域」への立入りを行う場合

（例 ： 自宅が「居住制限区域」であり、福島市へ避難している。）

※ 「帰還困難区域」内は、通行できる道路および時間が限られます。

③ 自宅が町内の「避難指示解除準備区域」または「居住制限区域」であるが、町内の

「帰還困難区域」にある実家など（墓所を含む。）へ一時帰宅する場合

他町への相談

自宅が町内の「避難指示解除準備区域」または「居住制限区域」であり、他町の「帰還困難区

域」にある実家などへ立入りを行う場合は、立入り先の自治体へ相談してください。

また、他町の「避難指示解除準備区域」または「居住制限区域」に立入りをする場合についても、

立入り先の自治体へ相談してください。

浜通り×さんじょうライフvol.27010

富岡町からのお知らせ

0240-34-0222帰町準備室浪江町

0246-84-5206住民生活課双葉町

0246-36-5671環境対策課大熊町

電話番号担当部署自治体名

問い合わせ 生活支援課 避難生活支援係 0120-33-6466



被災自治体News

避難指示解除に対する考え方を皆さんと議論

8月9日HP更新

町の現状を伝え、町民の皆さんから意見などをいただく富岡町町政懇談会は、７月３１日に東京

都品川区で、８月６日と７日にいわき市と郡山市で開催し、のべ２２１人の方に参加いただきました。

今回は避難指示解除を見据えた準備宿泊について国からの説明があり、参加した皆さんからは

「解除時の判断基準」や「町内の放射線量」などの質問や意見が出されました。

皆さんからいただいた意見・要望などは、９月２日発行の広報とみおか９月号などに掲載します。

また、懇談会で使用した説明資料は、広報とみおか９月号に同封します。

町の現状について説明する宮本町長

問い合わせ 総務課 秘書広報係 0120-33-6466

環境省福島環境再生事務所富岡町相談所閉所について

8月10日HP更新

環境省福島環境再生事務所富岡町相談所は、８月１２日～１６日の期間、閉所となります。

御用の方は環境省福島環境再生事務所県中・県南支所までご連絡ください。

問い合わせ 環境省福島環境再生事務所県中・県南支所 024-983-0610TEL

浜通り×さんじょうライフvol.270 11



問い合わせ 震災復興支援課 広域支援対策室 025-282-1732TEL

8月5日報道資料から

県では、福島県からの要請を受け、平成23年７月から、応急仮設住宅として民間賃貸住

宅を借り上げ、避難されている方々に供与しています。この期間については、現在、平成

29年３月末日までとしているところです。

このたび、福島県から本県に対し、下記市町村からの避難者への供与期間を平成30年３

月末日までとするよう延長要請があり、また、楢葉町からの避難者に対しては、特定延長

に該当する場合を除き、平成30年３月末日をもって供与期間を終了する旨の通知がありま

した。

ついては、福島県の要請を受け、次のとおり応急仮設住宅の供与期間を延長することと

します。

１ 対象市町村・区域（10市町村）

楢葉町、富岡町、大熊町、双葉町、浪江町、葛尾村および飯舘村の全域

南相馬市の避難指示区域および旧避難指示区域（平成28年7月12日解除）

川俣町の避難指示区域

川内村大字下川内字貝ノ坂および荻の全ての区域（平成28年6月14日解除）

２ 平成30年４月以降の延長方針

(1) 楢葉町

平成30年３月末日をもって終了とする。

ただし、自宅建築・修繕など住居確保の状況を踏まえ、個別に延長することを検討す

る（特定延長）。

(2) その他の市町村（９市町村）

避難指示の解除の見通しや、解除後の住居確保の状況などを見据えながら、今後判断

する。

富岡町、大熊町、双葉町、浪江町、葛尾村および飯舘村の全域

南相馬市の避難指示区域および旧避難指示区域（平成28年7月12日解除）

川俣町の避難指示区域

川内村大字下川内字貝ノ坂および荻の全ての区域（平成28年6月14日解除）

浜通り×さんじょうライフvol.27012



問い合わせ
全国健康保険協会新潟支部 025-242-0260
〒950-8613 新潟市中央区弁天3-2-3 ニッセイ新潟駅前ビル

TEL

協会けんぽでは、東日本大震災で被災された加入者の皆さまが受診した健診・保健指導

（協会けんぽが実施するものに限る）に要した費用の還付を行っています。

還付対象となる方

次の(1)と(2)の要件を満たしている方が対象となります。

(1)以下の健診などを受けている方

・被保険者の方 ◦生活習慣病予防健診

・被扶養者の方 ◦特定健康診査

◦特定保健指導…還付期間に初回面談を受けた方、または、還付期間中

の健診結果に基づく初回面談を受けた方

※健診などを受けた際に、独自に追加して受けた検査(協会けんぽからの補助が無い検査)の

費用は還付対象になりません。

(2)健康保険一部負担金等免除証明書の発行を受けた方

※健康保険一部負担金等免除対象の方が、年度途中で対象から外れる場合、対象外となっ

た年度においては、健診・保健指導の費用の還付対象となります。

還付対象期間

健康保険一部負担金等免除証明書の免除理由により、還付対象受診日などが異なります。

(1)原発事故に伴う避難指示等対象区域の方 平成23年3月11日～平成29年3月31日

(2)住居の全半壊などの方 平成23年3月11日～平成25年3月31日

申請方法(申請書類)

「還付申請書」に必要事項を記入の上、「領収書」および「健康保険一部負担金等免除

証明書」を添付して、協会けんぽ支部に郵送してください。
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市町村名 電話番号 以下の町は役場機能が移転しています。

南相馬市 0244-24-5232 浪江町:平石高田第二工業団地内

（二本松市北トロミ573番地）

双葉町:双葉町役場いわき事務所

（いわき市東田町2-19-4）

富岡町:郡山市大槻町西ノ宮48-5

浪江町 0243-62-0123

双葉町 0246-84-5200

富岡町 0120-33-6466

いわき市 0246-25-0500

郡山市 024-924-2491

被災自治体 問い合わせ先一覧

原町区

小高区

7635南相馬市 計

52

4

1

1

4

7

5

30

世帯数

116

10

5

1

7

17

8

68

人数市町村名

浪江町

双葉町

富岡町

いわき市

郡山市

合 計

三条市に避難している
世帯数と人数(2016.8.10現在）

発行/三条市総務部政策推進課 三条市旭町二丁目３番１号
Tel 0256-34-5511

交流ルームひばり通信

８月の『ひばり』

問い合わせ 0256-33-8650

hibari_sanjo_nyh@yahoo.co.jp

[開館時間] 午前9時30分～午後3時

TEL

E-mail
交流ルーム ひばり（総合福祉センター内）

浜通り×さんじょうライフvol.27014

ひばり休み

ひばり
茶話会

ひばり休み

ひばり休み

山の日

ひばり休み

11日

２７日２６日２５日２４日２３日２２日２１日

ひばり休み
浜通り配布

ひばり
版画教室

ひばり休み
浜通り配布

ひばり休みひばり休み

２０日１９日１８日１7日１６日１５日１４日

ひばり休み

13日12日
★版画教室 第2・4水曜日午前１０時～正午
★茶話会＆簡単な手芸教室

第1・3・5水曜日午前10時～午後２時

気軽に参加ください。

土金木水火月日

交流ルーム「ひばり」の夏季休暇は８月１１日(木)～１６日(火)です。

浜通り配布


